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はじめに 

 

（１）実施の目的と取組概要 

奈

本

良県には、橿原市今井町ほか多くの歴史的町並み地区があるが、空き家や空き地が増加し、

地区の活性化が阻害されている。それぞれの地区で、空き家の利活用を進める活動を展開する

ものの、その成果が上がっていない状況にある。それぞれの地区が単独で活動をするのではな

く、奈良県内の歴史的町並み地区全体で情報を一元化し、建築関係団体者や不動産関係団体と

の連携を図り、県内の町家バンクネットワークを構築して発信することにより、効率的に空き

家の活用を進めることを目的とした。そのために、奈良県内の歴史的な町並みを有する複数の

地区により「大和・町家バンクネットワーク準備会」を設置して、空き家情報の収集・派発信、

空き家見学会の開催、生活体験用宿泊施設等での社会実験を行った。そして、平成23年 2月に

「大和・町家バンクネットワーク協議会」に改称しネットワークを正式に運用開始した。 

 

（２）本報告書の構成 

事業においては、「①空き家情報の収集・発信」「②空き家見学会の開催」「③生活体験用

宿泊施設等での社会実験」の３つの事項に取組んだ。本報告書においては、以下のように整理

する。 

 
第１章 空き家情報の収集・発信 

 
奈良県内の歴史的町並み地区で、空き家の発掘をし、所有者の同意を得られたものについて、

その空き家の概要、歴史的価値、周辺町並みの状況等調査した。そして、その空き家情報をホ

ームページに立ち上げ、ネットワーク化した。そのほか、まちづくり団体で把握している、各

地区の町家、町並みの特徴や年中行事、イベント等の組織の概要も掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 空き家見学会の開催 

橿原市今井地区において、町家への移住を希望する方を対象とした空き家見学会を実施した。

空き家所有者の同意を得た物件について、見学会参加者に空き家の内部を実際に見せ、建築士

等の専門家が、町家の特徴や経緯などを説明して、空き家への理解を深める機会を持った。 

 

 

 

 

第３章 生活体験用宿泊施設等での社会実験 

町家居住を希望している方を募集し、生活体験用宿泊施設「今井庵・楽」等に短期間滞在す

ることにより、町家暮らしを体験できる社会実験を行った。社会実験期間中は、奈良県内の歴

史的町並み地区である八木・今井・田原本・御所・大和郡山・奈良町・五條・高取・大和高田・

宇陀松山・初瀬・三輪の 12 地区において、各地区におけるまちづくりに取組む活動団体から、

町の特徴や成り立ちなどに関する「ミニ勉強会」と、ガイドの案内に沿って町家を巡る「まち

あるき」を実施した。また、参加者に対してアンケートを実施し、その分析を行った。 

 

 

 

 

 第４章 とりまとめ 

  第１～３章の取組を受け、その成果や課題及び次年度以降に取組むべき事項をとりまとめた。
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第１章 空き家情報の収集・発信 

 

 

 

 

 

奈良県内の歴史的町並み地区で、空き家の発掘をし、所有者の同意を得られたものについて、そ

の空き家の概要、歴史的価値、周辺町並みの状況等調査した。そして、その空き家情報をホームペ

ージに立ち上げ、ネットワーク化した。そのほか、まちづくり団体で把握している、各地区の町家、

町並みの特徴や年中行事、イベント等の組織の概要も掲載した。 

 

 

１．空き家現況調査                               

 

（１）空き家現況調査の対象及び方法 

１）現況調査の対象地区 

空

奈

き家現況調査は、奈良県内において歴史的な町並みや町家を有する下記の 12 地区において

実施した。 

 
宇陀市大宇陀松山地区、橿原市今井地区、橿原市八木地区、五條市五條新町地区、御所市

御所地区、桜井市三輪地区、桜井市初瀬地区、高取町土佐地区、田原本町田原本地区、奈

良市奈良町地区、大和郡山市中心地区、大和高田市市町・本町地区 

 

 

 

 

２）現況調査の方法 

良県空き家調査シートを作成し、各地区において、まちづくり団体や建築士会等により、空

き家調査を行った。必要に応じて、登記簿謄本の取得、空き家所有者へのヒアリングなどを行

った。 

 
○現地踏査による外観調査（奈良県空き家調査シートを作成しこれにより調査をした） 

 
○町内会、自治会等へのヒアリング 

 
○既往の空き家調査をもとにした追跡調査 

 
○登記簿謄本の取得 

 
○空き家所有者へのヒアリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現地踏査による外観調査状況 調査結果の整理作業の様子 

３ 
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図 空き家調査シート(1/2) 

地区名   記入日   建

物

ID

市町村 地区 建物 棟 

地図ナンバー   記入者  3 桁 2 桁 3 桁 2 桁 

住 所      

 

 

Map 
写真 

（ゼンリン住宅地図 1/500 を貼付予定） 

  

(1)基本選択 １．伝統的な様式を持つ建築物(町家等) ２．その他（基本情報のみ記入） 

１．戸建住宅  ２．戸建店舗  ３．共同住宅  ４．オフィス・商業ビル 
(2)用途 

５．駐車場 ６．工場 ７．倉庫 ８．その他（          ） 

１．空き家でない  ２．空き家である（根拠記入）  ３. 不明 
(3)空き家確認 

（空き家の判断根拠:                           
（判断根拠記入） 

） 

基
本
情
報 

(4)表札・ 
 

事業所名 

１．居住   ２．非居住  ３．不明 (5)居住･非居住 

１．木造伝統構法 ２．木造新構法（在来）  

(6)構造方法 ３．木造新構法（2×4､ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ） ３．S 造 ４．RC 造 ５．CB 造 

６．その他（                  ）  ７．不明 

(7)年代 １．江戸･明治前期  ２．明治後期･大正  ３．昭和戦前  ４．戦後  

（判断根拠記入） ５．比較的近年 ６．不明 （年代判断根拠：               ）

(8)階高 １．平屋  ２．つし 2 階  ３．本 2 階  ４．3 階以上 

(9)間口               間 

４ 
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図 空き家調査シート(2/2) 

１． A.土地 

所有者  ２．不明 
(１)土地所有者、

家屋所有者 

１． B.家屋 
空
き
家
情
報 

所有者 ２．不明 

1．有   ２．無し Ａ．利活用の意思 

想定用途・家賃・その他条件 
(２)利活用の 

意思 Ｂ．有の場合 

 

 A.．掲載の意思 1．有   ２．無し 
 

掲載の内容の範囲（所在地・写真・間取り・設備等）  

 

 
（1）掲載 

ホ
B.．有の場合 

ｌ
 

ム

ペ

ｌ

ジ

掲

載

意

向 

（２）その他 特記事項  

 

 

 

 

５ 
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（２）調査結果の概況 

各地区の調査から、次のような結果が把握された。 

 

地区名称 調査方法や把握した事項 

宇陀市松山地区 ・平成 17 年に実施の空き家アンケート調査を元に 36 件の物件を追った。 

・３件が壊されていて、５件に入居があった 

・空き家の情報発信については、所有者の同意が得られていない。ネットワー

クが稼動することにより、同意が得られると思われる。 

橿原市今井地区 ・今井町では約 90 件ほどが空き家である。 

・今井町ですでに運用している空き家バンクに登録されている物件１３件につ

いて、再調査を行い、所有者の確認をとった。 

・すでに、空き家バンクの情報発信を行っており、成立した物件もあることか

ら、特段所有者からは不安の声はなかった。 

・町内に住む空き家所有者と町外に住む所有者で、どこまで情報を公開するか

の考え方が異なった。 

橿原市八木地区 ・現地踏査を行い約 400 件ある歴史的な建築物のうち、80 件位が空き家と判

断した。（外観調査） 

・地元からは、NPO が空き家に取組むことについて期待もあったが、一方で、

「あの家に本当に人が住むの？」という声もあった。 

・所有者に説明をして 6 件について情報を公開することとなった。 

五條市五條新町地区 ・既調査によって、５件の空き家の存在が指摘されている。 

・その後、利活用がされている物件もある。（レストラン等） 

・今回のホームページには１件の了解を得た。 

御所市御所地区 ・西御所、東御所で 587 件を対象に現地踏査により調査。 

・そのうち、町家は 238 件であり、空き町家は５件であった。 

・まだ、所有者のホームページへの登載の了解を得られていない。 

桜井市三輪地区 ・190 件の物件を対象に調査を行った。 

・空き家は約 1 割程度と思われる。 

・三輪地区の空き家については、所有者のホームページ登載の同意交渉中であ

る。 

・地区外であるが、桜井地区に１件登載できる物件がある。 

桜井市初瀬地区 ・15 件前後の空き家が確認された。 

・2 件を対象に、持ち主の意向確認を行い、ホームページ登載の了解を得た。

・1 件は賃貸・売却どちらでも可であり、もう一件は賃貸を希望した。 

高取町下土佐地区 ・27 軒の空き家がある。 

・そのうち、身内が将来使うが４軒、不明が 18 軒。３軒は、貸しても良いと

いう意向がある。 

・しかし、ホームページ登載については、検討中とのことであった。 

田原本町田原本地区 ・地区内の 593 件のうち、歴史的な建物が約 400 件あり、外観調査で空き家

６ 

 



第１章 空き家情報の収集・発信 

 

と認められるものが 20 件あった。 

・ただし完全な空き家かどうかはわからなく、確認できているのは数件である。

・これから、所有者等と交渉していく段階である。 

奈良市奈良町地区 ・平成 20 年度、21 年度に奈良町エリアの空き家調査を行っている。 

・空き家は 1 割強と思われる。 

・空き家バンクについては、奈良町に関係するいくつかのまちづくり団体が共

同でたちあげるべく話し合っており、空き家バンクの運営主体・手法がもう

すぐ明確化される。 

・その組織により、空き家情報を展開していくこととなり、もう少し時間がほ

しい。 

大和郡山市郡山地区 ・社団法人奈良県建築士会大和郡山支部によって、大和郡山市中心市街地であ

る、本町、塩町、魚町、北鍛治町、中鍛治町、南鍛治町、紺屋町の７地区を

対象に現地踏査を実施した。 

・空き家については、地区により異なるが、2 割以上あるようだ。 

・引き続き詳細調査を行うとともに、所有者等への利活用の働きかけを行って

いく状況である。 

大和高田市寺内町地

区 

・空き家が 27 件把握された 

・多方面にヒアリングした結果、「この建物は空き家でないか」という情報が

入ってくるが、貸してよい空き家かどうか把握できていない。 

・所有者への交渉については、地元寺院の住職が中心となっておこなった。 

・５件について、ホームページ登載の許可を得た。 

 

２．町家情報に関するポータルサイトの作成                     

 

（１）ポータルサイトの設立の目的 

奈

ポ

良県内においては、歴史的な町並みや町家を有する地区で空き家が発生している。その一方

で、それらの町家に入居したいと考える層がいるが、空き家所有者と入居希望者のマッチング

ができていない。そこで、奈良県内の町家情報に関するポータルサイトを開設することで、町

家に関する情報を一元化し、町家への入居希望者が情報を得やすくすることで、効率的な空き

家活用、空き家解消を図るものとする。 

 

（２）ポータルサイトの構成 

ータルサイトは次のように構成を検討した。 

 
①大和・町家バンクネットワークの紹介 

 
②地区紹介 

 
③お知らせ・イベント情報 

 
④町家バンク情報 

 
⑤その他（よくある質問・リンク） 

 

７ 
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（３）ポータルサイトの具体コンテンツ 

 

ポータルサイトにおいては、次のように情報を掲載することとした。 

 

①大和・町家バンクネットワークの紹介 

 

大和・町家バンクネットワーク  

奈良県（大和）内には､橿原市今井町、宇陀市松山地区、五條市新町地区などの重要伝統的建造物群保存地区だ

けでなく、伝統的な町家や歴史的な町並みを有する地区が多数存在しています｡ 

 

 

伝統的な町家建築は、日本の風土に適した建て方で 奈良の風景に溶け込み、日本の伝統文化を現代に伝えて

います。そして、伝統的な町家がいまも息づく地区とは、人と人との繋がりが深く、地域コミュニテイも機能するな

ど、現在の日本社会にとって非常に貴重な存在であるとともに、これからの持続可能な、安全安心な社会をめざ

すものにとって、有効な示唆を与えるものと考えられ、近年、非常に多く注目されるようになっています。 

 

 

 

 

しかし、近年､空き家や空き地の増加、またその老朽化の進行により､良好な景観が失われ、地区の活性化､安全

性が阻害されています。また空き家の増加は、地域コミュニティの危機へと結びつくものとなっています。 

 

 

近年、伝統的な町家、町並みに対する価値が見直され、町家に住みたい、町並みが好きだという人々も増加しつ

つあり、県内各地区では、住民主体のまちづくり活動が行われ､それぞれ独自に、町家の利活用するために、ユー

ザーとオーナーとの橋渡しなどの取り組みが進められています。 

 

 

しかし、各地区での取り組みでは、情報にも限りがあり、また一定の情報整理も困難な状況にありました。 

そこで、地区ごとに活動を単独で行うよりは 県内一元化発信する事で情報を集約､多様なニーズに応えることが

必要ではないかということで、一昨年より、「大和･町家バンクネットワーク」として、県内各地で、空き家の調査、情

報収集をすすめてきました。 

この度、町家バンクネットワークのホームページを立ち上げ、県内の空き町家の情報を共有することにより、より

総合的に広く全国に発信したいと考えています。そして、この取り組みを機縁として、さらに各地区の結びつきを

強め、地区だけでなく、不動産に関係する事業者とも交流を深め、効率的な情報発信をめざしたいと考えます。 

また、同時に、空き家情報だけにとどまらず、それぞれの地域の特性や地域性をいかしたイベントなどの情報も

発信することで、地域の活性化へも寄与することをめざします。 

 

８ 
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②参加する地区の紹介の掲載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橿原市今井町地区 

 

■地区概要 

浄土真宗門徒の称念寺を中心とする寺内町。 中世の今井庄環濠集落を母体として発展し、東西南北の他、新

町・今町の6町が成立した。1575年（天正3年）には、明智光秀ひきいる織田の軍勢と寺内町の強い団結力と抵抗

により、よく戦ったが、結局降伏を余儀なくされた。以後、自治都市として「海の堺」と並び称されるまでになり、「陸

の今井」として栄えた。元禄年間には「大和の金は今井に七分」と称されるまでになった。また、1634年（寛永11

年）には幕府から許可され藩札と同じ価値のある独自の紙幣である（「今井札」）が発行される。1679年（延宝7年）

には家数1082軒、人口約4400人を数えた。18世紀に入ると次第に、町勢は沈滞傾向を示すようになったが、今

井町はその後も奈良中南部の一中心地として重要な位置を占め続けた。しかし、江戸後期になると重税により町

は衰退に向かい、明治維新によって富豪が消滅した。現在も町の大半が江戸時代の姿を残しており、大部分は実

際に住居としても使用されている。重要文化財９軒という伝統的な町家建築が存在し、今井町は江戸時代の町割

り、町並みが残り、７５０軒の建物のうち、５０４軒が伝建指定物件となっています。平成５年に、重要伝統的建造物

群保存地区に選定された。 

■団体概要 

私たちNPOは、近年、増加している今井町内の空き家の課題を中心に、地域コミュニティの活性化を促進し、にぎ

わいのあるまちづくりを目指して、2006年3月設立されました。空き家バンク事業を通じて、所有者と今井町への

居住を希望する方の橋渡しのお手伝いをし、住居や店舗などで利活用促進に取り組んでいます。他の事業とし

て、まちづくり人講習会や景観重要樹木の管理、はないっぱい運動、町家体験施設、今井庵の運営を行っていま

す。 

■地区への思い 

町並み、景観が美しく、整備されましたが、空き家の増加は、景観をそこない、また地域のつながりをなくしていく

問題を抱えています。私たちは、なんとかその危機を脱しようと、空き家だけの問題でなく、他の多くの要因となる

ものへ取り組んでいます。観光や商業の新しい支店による、独自性をいかした展開により、今後、まちづくりを促

進させ、おにぎわいのあるまちづくりをすすめていきたいと思います。 

９ 
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第２章 空き家見学会の開催 

 

 

 

 

 

橿原市今井地区において、町家への移住を希望する方を対象とした空き家見学会を実施した。空

き家所有者の同意を得た物件について、見学会参加者に空き家の内部を実際に見せ、建築士等の専

門家が、町家の特徴や経緯などを説明して、空き家への理解を深める機会を持った。 

（１）空き家見学会の実施内容 

空き家見学会は、今井地区において延べ３回実施した。各回の開催状況は下記のとおりであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第一回 

・開催日    ：平成22年９月11日 

・場所     ：橿原市今井地区 

・参加者数   ：１５名 

○第二回 

・開催日    ：平成22年 11月 23日 

・場所     ：橿原市今井地区 

・参加者数   ：１２名 

○第三回 

・開催日    ：平成23年１月16日 

・場所     ：橿原市今井地区 

・参加者数   ：６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 



第２章 空き家見学会の開催 

 

１２ 

 

ア

次

居

今

ま

 

（２）参加者アンケートの実施 

 

１）アンケートの設問内容 

ンケートは下記のような問いを設けた。 

 
１．あなたのことについてお聞かせ下さい。 

 今日はどちらからいらっしゃいましたか 

 ご年齢について 

 性別について 

今日はどなたとご一緒にいらっしゃいましたか。  
２．一番初めに今井町のことをどうやってお知りになりましたか。 

 
３．今回の企画を何でお知りになりましたか。 

 
４．空き家見学会を参加した理由（当てはまるもの全てに○） 

 ５．あなたがお住まいまたは居住地を選ぶ時に重視することはなんですか。（○３つまで） 

 ６．今井町で空き家に入居するとしたら、賃貸と購入のどちらを希望されますか。 

 ７．今井町の町家に入居する際に、不安な事項は何ですか。（○３つまで） 

８．もし条件が合えば、今井町以外の奈良県内の伝統的なまちなみが残る地区に住むことも考えられますか。  
９．その他、今日の企画の感想や、今井町についての感想、質問などございましたら、ご自由にご記入下さい。

 

 

２）結果の概要 

ページのような結果が得られた。サンプル数が９であるため、統計的な処理は行わなかった。

主な設問における結果は次のとおりである。 

住地の選択に際して、まちのコミュニティ、町家の保全状態や改修にかかる費用を重視する

ことが把握された。（問５） 

井町への移住に際しては、賃貸契約を希望している人の方が多いことがわかった。(問６) 

た、今井地区での移住に際しては、改修費用及び引っ越し後の近所づきあいに不安を感じる

人が多いことが把握された。(問７) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 空き家見学会の開催 

 表 参加者へのアンケート結果 

問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 

来たと 今井町を何で知った 居住地の選択時に重 賃貸か 今井町への移住に際し 今井町以外の居住
年齢 性別 同行者 企画を何で知ったか 参加理由 その他自由記入 

ころ か 視すること 購入 ての不安事項 の可能性 

1 将来的に町家暮らしを考えている

から 

2 今井町で空き家を探しているから

4 町家の保存状態や改修にかかる費

用をしりたかったから 

2 今のところ、今

井町以外の場所を

検討する予定はな

い 

魅力的な物件が多くありました 

購入費用+改修費用＝全経費で手の届く物件があれ

ば是非具体の検討に入りたいと思います。 

2 男

性 

7 その他（仕事で。伝

建地区関係。） 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 

1 賃料・売買費用 

2 改修の費用 
3 大阪府 50 代 1 ひとり 2 通勤・通学 2 購入 

1 賃料・売買費用 

5 引っ越し後の近所付き

あい 

7 その他（駐車場の確保）

2 今のところ、今

井町以外の場所を

検討する予定はな

い 

1 橿原市

内 

2 男

性 

7 その他（今井町で生

まれた） 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 

1 価格 

3 駅からの距離 
60 代 1 ひとり 2 今井町で空き家を探しているから 1 賃貸   

1 女

性 

2 男

性 

5 家の保存状態・改修

にかかる費用 

7 まちのコミュニテ

ィ、ひとの繋がり 

2 改修の費用 

3 建物の安全性 

6 土地や建物所有者（大

家）との関係 

2 その他

奈良県

内 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 
40 代 2 夫婦 7 その他 2 今井町で空き家を探しているから 1 賃貸   暑い中丁寧にご案内いただきありがとうございます 

1 価格 

6 古い町並みが残る

地区に住む 

7 まちのコミュニテ

ィ、ひとの繋がり 

1 賃料・売買費用 

5 引っ越し後の近所付き

あい 

6 土地や建物所有者（大

家）との関係 

1 将来的に町家暮らしを考えている

から 

4 町家の保存状態や改修にかかる費

用をしりたかったから 

1 条件が合えば、

検討する可能性は

ある 

前回に比べてまた新しい物建を見ることが出来て良

かった。NPO の斡旋で移ってきた方もぽつぽつと増え

ているので、その点も参考になりました。 

2 男

性 

3 テレビ、新聞、ラジ

オ 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 
8 三重県 40 代 2 夫婦 1 賃貸 

1 価格 

3 駅からの距離 

5 家の保存状態・改修

にかかる費用 

2 改修の費用 

3 建物の安全性 

5 引っ越し後の近所付き

あい 

2 その他

奈良県

内 

1 条件が合えば、

検討する可能性は

ある 

2 男

性 

6 その他（子供

夫婦） 

5 その他（毎年まつりに

来町） 

2 今井町で空き家を探しているから

3 今井町の町並みが好きだから 
70 代   1 賃貸   

5 家の保存状態・改修

にかかる費用 

6 古い町並みが残る

地区に住む 

7 まちのコミュニテ

ィ、ひとの繋がり 

1 将来的に町家暮らしを考えている

から 

2 今井町で空き家を探しているから

3 今井町の町並みが好きだから 

1 条件が合えば、

検討する可能性は

ある 

とても良い機会を頂きました。今後も参加させて頂き

ます。まちなみを残していく事と、住みたい環境に住

める事が両方かなえば幸いです。 

2 男

性 

6 たまたま通りかか

って 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 

1 賃料・売買費用 

2 改修の費用 
3 大阪府 30 代 1 ひとり 1 賃貸 

1 将来的に町家暮らしを考えている

から 

2 今井町で空き家を探しているから

3 今井町の町並みが好きだから 

2 今のところ、今

井町以外の場所を

検討する予定はな

い 

いつもありがとうございます。どんな物件が出てくる

のかなといつも期待してきています。江戸時代の古川

町家、家賃が安くてまあまあきれい。なかなかないで

すよね。幸運が来るのを待っています。 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 

4 インターネット 

1 価格 

7 まちのコミュニテ

ィ、ひとの繋がり 

2 男

性 

1 賃料・売買費用 

2 改修の費用 
5 兵庫県 60 代 1 ひとり 2 雑誌、書籍 1 賃貸 

1 価格 

5 家の保存状態・改修

にかかる費用 

7 まちのコミュニテ

ィ、ひとの繋がり 

1 将来的に町家暮らしを考えている

から 

2 今井町で空き家を探しているから

3 今井町の町並みが好きだから 

1 条件が合えば、

検討する可能性は

ある 

2 男

性 

6 その他（彼

女） 

2 改修の費用 

3 建物の安全性 

初めての参加でしたが、大変参考になり、為になりま

した。 
3 大阪府 20 代 5 知人から聞いて 4 インターネット 2 購入 

5 家の保存状態・改修

にかかる費用 

7 まちのコミュニテ

ィ、ひとの繋がり 

1 賃料・売買費用 

2 改修の費用 

5 引っ越し後の近所付き

あい 

2 今のところ、今

井町以外の場所を

検討する予定はな

い 

2 その他

奈良県

内 

建築物をなんとか生かさないともったいない。全体の

町並みのためにも･･･。美容整形のようなファサード

改修でもいいが、多少は個性的なのがいいのでは。 

2 男

性 

6 その他（友人

達） 

1 今井町まち並み再生

NPO からの案内 
50 代 5 知人から聞いて 2 今井町で空き家を探しているから 1 賃貸 
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第３章 生活体験用宿泊施設での社会実験 

 

 

 

 

 

 

町家居住を希望している方を募集し、生活体験用宿泊施設「今井庵・楽」等に短期間滞在するこ

とにより、町家暮らしを体験できる社会実験を行った。社会実験期間中に、奈良県内の歴史的町並

み地区である八木・今井・田原本・御所・大和郡山・奈良町・五條・高取・大和高田・宇陀松山・

初瀬・三輪の 12 地区において、各地区におけるまちづくりに取組む活動団体から、町の特徴や成

り立ちなどに関する「ミニ勉強会」と、ガイドの案内に沿って町家を巡る「まちあるき」を実施し

た。また、参加者に対してアンケートを実施し、その分析を行った。 

（１）社会実験の開催概要 

会実験は３つの期間に分けて、下記のように開催した。なお、第３期間においては、１泊２

日のコースを２回に分けて実施した。 

第１期間 10月 26日 八木・今井 

10月 26日(火)～28日(木) 10月 27日 田原本・御所 

10月 28日 大和郡山・奈良町 

第２期間 11月９日  五條 

11月９日(火)～11日(木) 11月 10日 高取・大和高田 

11月 11日 五條 

第３期間 11月 21日 八木・今井（Ａコース） 

11 月 21 日(日)～23 日(火・

祝) 

11月 22日 大宇陀・泊瀬・三輪（Ａ・Ｂコース） 

11月 23日 今井（Ｂコース） 

 

  図 開催地区の位置と実施期間

●奈良町 

●大和郡山 

●田原本 

●●八木 

●泊瀬 ●三輪●大和高田

●●今井 

●大宇陀 
●御所 

●高取

●第１期間 

●第２期間 

●第３期間 
●五條 
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図 第１期間の実施スケジュール 

 行程 

10/26(火)  
 

12:30     大和八木駅改札前集合 
●八木地区 
12:30～12:45 八木まちづくりネットワーク事務所へ移動<徒歩> 
12:45～13:00 全体説明 
13:00～13:30 八木地区レクチャー 
13:30～14:30 八木地区まちあるき 
●今井地区 
14:30～15:00 今井地区嘉雲亭へ移動<徒歩> 
15:00～15:30 今井地区レクチャー 
15:30～16:30 今井地区まちあるき 
16:30～    自由行動 
夕食(各自)、宿泊 

10/27(水) 
 

朝食(各自) 
９:30     今井まちなみ交流センター華甍に集合 
●田原本地区 
９:30～10:00 近鉄田原本駅西口へ移動<バス> 
10:00～10:30 田原本地区レクチャー/駅前開発事務所2階 
10:30～11:30 田原本地区まちあるき 
●御所地区 
11:30～13:30 御所市商工会館へ移動及び昼食(各自)<バス> 
13:30     御所市商工会館に到着 
13:30～14:00 御所地区レクチャー 
14:00～15:00 御所地区まちあるき 
15:00～15:30 今井地区へ移動<バス> 
15:30～     自由行動 
夕食(各自)、宿泊（19：30～交流会） 

10/28(木) 
 

朝食(各自) 
９:30     今井まちなみ交流センター華甍に集合 
●大和郡山地区 
９:30～10:30 大和郡山地区旧川本家へ移動 
10:30～11:00 大和郡山地区レクチャー 
11:00～12:00 大和郡山地区まちあるき 
●奈良町地区 
12:00～12:30 奈良町地区へ移動 
12:30～13:30 昼食(各自) 
13:30    さんが俥座に集合 
13:30～14:00 奈良町地区レクチャー 
14:00～15:00 奈良町地区まちあるき 
15:00～15:15 アンケート記入 
解散 近鉄奈良駅またはJR奈良駅に移動<徒歩・各自>   
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図 第２期間の実施スケジュール 

 行程 

11/９(火)  

 

14:10     ＪＲ五条駅改札前集合 

14:10～14:30 まちなみ伝承館へ移動（徒歩） 

14:30～14:45 全体説明 

14:45～15:15 五條新町地区レクチャー 

15:15～16:15 五條新町地区まちあるき 

16:15～    自由行動 

夕食(各自)、宿泊 

11/10(水) 

 

朝食(各自、リバーサイドホテル１階花吹雪 営業7：30～) 

９:00    山田旅館に集合 

９:00～10:00 高取町商工会へ移動<バス> 

10:00～10:30 高取地区レクチャー 

10:30～12:00 高取地区まちあるき 

12:00～13:00 昼食(各自、町屋カフェのこのこ) 

13:00     夢創館前に集合 

13:00～14:00 大和高田地区専立寺へ移動<バス> 

14:00～14:30 大和高田地区レクチャー 

14:30～15:30 大和高田地区まちあるき 

15:30～15:45 アンケート記入 

15:45～16:00 大和高田駅に移動<徒歩> 

解散 
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図 第３期間（Ａコース）の実施スケジュール 

 行程 

12:30     大和八木駅改札前集合 11/21(日)  
12:30～12:45 八木まちづくりネットワーク事務所へ移動<徒歩>  
12:45～13:00 全体説明 

13:00～14:00 八木地区レクチャー、まち歩き 

14:00～15:30 八木地区講演参加 

15:30～16:00 今井地区宿泊宿でもある嘉雲亭へ移動<徒歩> 

16:00～17:00 今井地区まちあるき  

17:00～17:30 今井地区レクチャー 

17:30～    自由行動 

夕食(各自)、宿泊 

朝食(各自) 11/22(月) 
７:50     華甍に集合  
８:00     大和八木にてB行程の方をピックアップ 

８:00～９:00 大宇陀地区へ移動<バス> 

９:00～９:30 大宇陀地区レクチャー＠まちづくりセンター千軒舎 

９:30～10:30 大宇陀地区まちあるき 

10:30～11:00 初瀬地区へ移動<バス> 

11:00～11:30 初瀬地区レクチャー＠初瀬観光センター 

11:30～12:00 初瀬地区まちあるき 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:00 初瀬地区まちあるき 

14:00～14:30 三輪地区へ移動<バス> 

14:30～15:00 三輪地区レクチャー＠ギャラリー醸 

15:00～16:00 三輪地区まちあるき 

16:00～16:15 アンケート記入 

16:15～16:30 大和八木駅に移動<バス> 

解散 

 

図 第３期間（Ｂコース）の実施スケジュール 

 行程 

11/22(月) ８:00     大和八木駅改札前集合＠南口ロータリーローソン前 

＜この間第２期間Ａコースと同行程＞  

16:15～16:30 今井地区に移動<バス> 

16:30～    自由行動 

夕食(各自)、宿泊 

11/23(火・

祝) 

朝食  

８:15     華甍に集合 花いっぱい運動参加(１時間程度) 

９:30～10:00 今井地区レクチャー 今井→大和

八 木 駅 ( 解

散) 

10:00～11:30 今井地区まちあるき 

11:30～11:45 アンケート記入 

11:45～ 大和八木駅／八木西口駅に各自移動<徒歩> 

解散 
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近

20

（３）参加者アンケートの概要 

 

１．回答者属性 

①住まい 

畿地方からの参加者がやはり多く、過半数を占めた。その中でも奈良県と大阪府からの参加

者が多かった。一方で関東地方からの参加者も一定割合を占めた。近畿地方・関東地方と近県

である三重県を除けば、それ以外の地方の参加者は１名のみであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢 

代～30代の若年層と、60代～70代の比較的高齢者層の参加者が多かった。 
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女性の参

３

１

  ③性別 

加者が11名、男性の参加者が８名と、女性の参加者がやや多かった。 

 

④職業 

回の開催中２回は平日の開催であったこともあり、学生と無職の方の参加割合が高い。無職

の方は高齢者の方にあたる。学生・会社員・無職の方の参加割合がほぼ同様であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤一緒に参加した人 

名での参加が多く、友人との参加も同様に多かった。家族での参加は一組のみであった。夫

婦のみ参加、両親との参加という回答はなかった。 
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知

「

２）今回の企画を知った媒体 

人からの紹介と、インターネットを通じて知ったと言う結果が同程度で多かった。県や参加

団体を通じて知ったという回答は少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）モニターツアーに参加した理由（複数回答） 

古い町並みが好きだから」という回答が圧倒的に多く、他に「町並みや町家に関する知識を

深めたかったから」「複数の古いまちを訪ねてみたかったから」「関心あるまちがコースに含

まれていたから」と続く。具体的に「空き家を探しているから」という回答は少数であった。 
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「

「

４）住まいまたは居住地を選ぶ時に重視すること（３つまで） 

価格」が圧倒的な結果となった。他に「古い建物（町家）に住む」「通勤・通学時間」「駅

からの距離」「買い物などの利便性」「家の保存状態・改修にかかる費用」と続いている。町

家等古い建物に住む関心は高いが、価格を筆頭に、実際の生活面での内容を重視する結果とな

っている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５）奈良県内の伝統的なまちなみが残る地区に居住する可能性 

今のところ検討する予定はない」という近いうちに入居を考えていない回答が目立ったもの

の、「条件が合えば検討したい」とする回答が３分の１以上を占めた。 
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賃

町

「

①町家等に居住するとしたら、賃貸と購入のどちらか 

貸が11名、購入が６名と、賃貸希望の方がやや多かった。 

 

②町家等に居住するタイミング 

家等への入居のタイミングに対する回答はまとまりがなかったが、進学就職の機会、資金が

たまったときなどの回答が複数見られた。その他の回答としては、条件の合う物件が見つかっ

たときなどの回答が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③町家等に入居を検討した際に、不安となる事項（３つまで） 

改修費用」が圧倒的に多い回答となった。それ以外には「賃料又は購入費用」「建物の安全

性」「引越し後の近所づきあい」「所有者との関係」などがほぼ同数で並んだ。 
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大

最

６）「大和・町家バンクネットワーク」に期待したいこと（３つまで） 

和・町家バンクネットワークに期待したいこととしては全般的に回答が多かったが、「空き

家所有者とのあっせん・仲介」が最も多かった。他には町家などの物件情報の提供、町家の改

修相談会の開催、町家暮らしに関する学習会・講習会の開催、地区毎のレクチャーやまちある

きの定期的な実施（今回のような企画）が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）今回のツアーに参加して良かった点（３つまで） 

も多かった回答は「複数の地区を知る機会になったこと」であった。ほか「保全活用に取組

む団体等の活動を知れたこと、交流できたこと」「古い街並みや町家等に対する知識を深める

機会となったこと」と続いた。 
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訪

レ

一

８)【自由記入】今回訪れた地区について印象に残ったことや、まちに対する提案など 

れた地区に関する印象は、奈良県内には伝建地区でなくとも古い町並みや伝統的な建物が残

っているが、それぞれの地区で雰囲気が異なり、それぞれの地区の住民が自分のまちに誇りと

愛着を持って、その特長を活かして活動していたというものが最も多かった。提案は様々であ

ったが、案内所や見学できる町屋があればよい、町屋をリノベーションする打鍵でなく復元し

たものがあっても良いのではなどのハード的側面のものから、よそ者の視点で高齢者を活用す

ると良い、当事者間で今あるまちに対して楽しむ、好きになる、知るということをやっていく

と良いなどのソフト的側面のものまであった。 

  

９）【自由記入】その他、今回の企画の感想や意見 

クチャーやまちあるきを通じて、知ること・学ぶことができたという回答が多かった。また、

現地で取組みを行っている人たち、あるいは一緒に参加した人たちと交流できたことが良かっ

たとする回答もいくつかみられた。 

方で、一日に２地区見学する行程は多少あわただしいという意見や、実際に町屋に居住され

ている方と交流をしてみたかったという声も少し見られた。 
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第４章 とりまとめ 

 

（１）今年度の実験から得られた知見の整理 

１）成功点 

   ・「大和・町家バンクネットワーク準備会」が「大和・町家バンクネットワーク協議会」として

正式に発足することにより、県内の横の繋がりが強化されるとともに、対外的にもアピール

できるようになった（協議会の発足について、朝日新聞、日本経済新聞、読売新聞の地方版

に掲載）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
朝日新聞の掲載記事（上記はWEB版） 

                        

 

・各地区だけでの活動では、空き家の数量が限られ、多様なニーズに応えることができなかっ

たが、奈良県内の町家情報の一元化を図り、ホームページ及びポータルサイトを構築するこ

と、また、空き家情報のみではなく、その地区での町並みの特徴やイベント情報等を提供す

ることによって、空き家活用を考えている人々に対して、付加価値のある有効な情報を発信

する仕組みづくりができた。 

   ・空き家見学会や生活体験用宿泊施設等での社会実験を通じて、町家の魅力を広く発信するこ

とができたと共に、歴史的な町並みが保全された地区における空き家の問題について、周知

を図ることができた。 

・見学会や社会実験参加者に対して行ったアンケートを通じて、生活や活用を考える人々の立

場から見たニーズや課題を整理することができ、今後の空き家活用に当たっての知見を蓄積

することができた。 
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２）残された課題 

・ポータルサイトは現時点で、所有者の同意が得られた６地区延べ25件の情報の掲載に留まる

見込みである。今後、空き家情報の更なる収集を図り、情報発信の充実を図る必要がある。 

・改修等の初期費用が大きな空き家活用を、行政の補助制度や新たな不動産取引システムを活

用しながらビジネスモデルとして成立させる手法を継続して、検証していくことが必要であ

る。 

   ・入居者や優良なテナントの継続的募集を通じて、先導的に空き家の利活用を推進し、その手

法を実地的に検討すると共に、事例を増やし、情報の有効性を広く周知していくことが必要

である。 

 

（２）今年度の活動を受けての次年度以降の進め方について 

・平成23年３月に設立された「大和・町家バンクネットワーク協議会」を基軸に活動を行う。 

・同協議会の事業の核として、「ホームページ運営事業」「空き家情報の発掘・収集事業」「空き家

の利活用の促進のための調査・研究」「空き家の利活用に寄与する事業の企画・運営」を設定し、

事業に取り組む。 

・4 月 1 日に「大和・町家バンクネットワーク」ポータルサイトを開設し、あわせて、町家居住を検

討する方からの問い合わせや案内の体制づくりを行う。 

 

 

 

 

 


	奈良県には、橿原市今井町ほか多くの歴史的町並み地区があるが、空き家や空き地が増加し、地区の活性化が阻害されている。それぞれの地区で、空き家の利活用を進める活動を展開するものの、その成果が上がっていない状況にある。それぞれの地区が単独で活動をするのではなく、奈良県内の歴史的町並み地区全体で情報を一元化し、建築関係団体者や不動産関係団体との連携を図り、県内の町家バンクネットワークを構築して発信することにより、効率的に空き家の活用を進めることを目的とした。そのために、奈良県内の歴史的な町並みを有する複数の地区により「大和・町家バンクネットワーク準備会」を設置して、空き家情報の収集・派発信、空き家見学会の開催、生活体験用宿泊施設等での社会実験を行った。そして、平成23年2月に「大和・町家バンクネットワーク協議会」に改称しネットワークを正式に運用開始した。
	本事業においては、「①空き家情報の収集・発信」「②空き家見学会の開催」「③生活体験用宿泊施設等での社会実験」の３つの事項に取組んだ。本報告書においては、以下のように整理する。
	空き家現況調査は、奈良県内において歴史的な町並みや町家を有する下記の12地区において実施した。
	奈良県空き家調査シートを作成し、各地区において、まちづくり団体や建築士会等により、空き家調査を行った。必要に応じて、登記簿謄本の取得、空き家所有者へのヒアリングなどを行った。
	各地区の調査から、次のような結果が把握された。
	奈良県内においては、歴史的な町並みや町家を有する地区で空き家が発生している。その一方で、それらの町家に入居したいと考える層がいるが、空き家所有者と入居希望者のマッチングができていない。そこで、奈良県内の町家情報に関するポータルサイトを開設することで、町家に関する情報を一元化し、町家への入居希望者が情報を得やすくすることで、効率的な空き家活用、空き家解消を図るものとする。
	ポータルサイトは次のように構成を検討した。
	ポータルサイトにおいては、次のように情報を掲載することとした。
	空き家見学会は、今井地区において延べ３回実施した。各回の開催状況は下記のとおりである。
	アンケートは下記のような問いを設けた。
	次ページのような結果が得られた。サンプル数が９であるため、統計的な処理は行わなかった。主な設問における結果は次のとおりである。
	居住地の選択に際して、まちのコミュニティ、町家の保全状態や改修にかかる費用を重視することが把握された。（問５）
	今井町への移住に際しては、賃貸契約を希望している人の方が多いことがわかった。(問６)
	また、今井地区での移住に際しては、改修費用及び引っ越し後の近所づきあいに不安を感じる人が多いことが把握された。(問７)
	社会実験は３つの期間に分けて、下記のように開催した。なお、第３期間においては、１泊２日のコースを２回に分けて実施した。
	近畿地方からの参加者がやはり多く、過半数を占めた。その中でも奈良県と大阪府からの参加者が多かった。一方で関東地方からの参加者も一定割合を占めた。近畿地方・関東地方と近県である三重県を除けば、それ以外の地方の参加者は１名のみであった。
	20代～30代の若年層と、60代～70代の比較的高齢者層の参加者が多かった。
	女性の参加者が11名、男性の参加者が８名と、女性の参加者がやや多かった。
	３回の開催中２回は平日の開催であったこともあり、学生と無職の方の参加割合が高い。無職の方は高齢者の方にあたる。学生・会社員・無職の方の参加割合がほぼ同様であった。
	１名での参加が多く、友人との参加も同様に多かった。家族での参加は一組のみであった。夫婦のみ参加、両親との参加という回答はなかった。
	知人からの紹介と、インターネットを通じて知ったと言う結果が同程度で多かった。県や参加団体を通じて知ったという回答は少なかった。
	「古い町並みが好きだから」という回答が圧倒的に多く、他に「町並みや町家に関する知識を深めたかったから」「複数の古いまちを訪ねてみたかったから」「関心あるまちがコースに含まれていたから」と続く。具体的に「空き家を探しているから」という回答は少数であった。
	「価格」が圧倒的な結果となった。他に「古い建物（町家）に住む」「通勤・通学時間」「駅からの距離」「買い物などの利便性」「家の保存状態・改修にかかる費用」と続いている。町家等古い建物に住む関心は高いが、価格を筆頭に、実際の生活面での内容を重視する結果となっている。
	「今のところ検討する予定はない」という近いうちに入居を考えていない回答が目立ったものの、「条件が合えば検討したい」とする回答が３分の１以上を占めた。
	賃貸が11名、購入が６名と、賃貸希望の方がやや多かった。
	町家等への入居のタイミングに対する回答はまとまりがなかったが、進学就職の機会、資金がたまったときなどの回答が複数見られた。その他の回答としては、条件の合う物件が見つかったときなどの回答が見られた。
	「改修費用」が圧倒的に多い回答となった。それ以外には「賃料又は購入費用」「建物の安全性」「引越し後の近所づきあい」「所有者との関係」などがほぼ同数で並んだ。
	大和・町家バンクネットワークに期待したいこととしては全般的に回答が多かったが、「空き家所有者とのあっせん・仲介」が最も多かった。他には町家などの物件情報の提供、町家の改修相談会の開催、町家暮らしに関する学習会・講習会の開催、地区毎のレクチャーやまちあるきの定期的な実施（今回のような企画）が多かった。
	最も多かった回答は「複数の地区を知る機会になったこと」であった。ほか「保全活用に取組む団体等の活動を知れたこと、交流できたこと」「古い街並みや町家等に対する知識を深める機会となったこと」と続いた。
	訪れた地区に関する印象は、奈良県内には伝建地区でなくとも古い町並みや伝統的な建物が残っているが、それぞれの地区で雰囲気が異なり、それぞれの地区の住民が自分のまちに誇りと愛着を持って、その特長を活かして活動していたというものが最も多かった。提案は様々であったが、案内所や見学できる町屋があればよい、町屋をリノベーションする打鍵でなく復元したものがあっても良いのではなどのハード的側面のものから、よそ者の視点で高齢者を活用すると良い、当事者間で今あるまちに対して楽しむ、好きになる、知るということをやっていくと良いなどのソフト的側面のものまであった。
	レクチャーやまちあるきを通じて、知ること・学ぶことができたという回答が多かった。また、現地で取組みを行っている人たち、あるいは一緒に参加した人たちと交流できたことが良かったとする回答もいくつかみられた。
	一方で、一日に２地区見学する行程は多少あわただしいという意見や、実際に町屋に居住されている方と交流をしてみたかったという声も少し見られた。

